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時間にして40秒程であった。 それ以後鳴き声は途

絶えたが、 二回目の共鳴が始まったのは午後3時

であった。 今度はやや長く約 1 分続いた。 三回H

の共鳴が始まったのは午後6時であった。 時間を

計ったような鳴き出しである。

午後6時からの嗚き声は約30分続いた。 一般的

に「ヒメハルゼミは

夕方に鳴く」と言わ

れているのは、 嗚＜

時間が長く人の耳に

届き やすいからでは

ないかと推測される。

しかし、 今回は 1 日

のみの調査であるの

で次年度さら に確認
図2 足助病院の外灯に飛来

する必要がある。 したヒメハルゼミ

4 おわりに

絶滅を危惧していた足助のヒメハルゼミを確認

することはできたが、 セミの習性として棲息地周

辺の光量が増してきており減少の一途をたどって

いることは推測できる。

確かに樹上に静止している成虫を確認すること

ができなかった。 わずかに足助病院の外灯に飛翔

してきた雄1頭のみという寂しさであった。抜け

殻調査は生態への影響が少ないので次年度も調査

し、 その動向を少しでも把握して地域住民の保護

への意識を高めたいと願っている。

最後に、 この調査に協力していただいた足助町

教育委員会並びに標本を寄贈していただいた三津

井 宏氏に感謝申し上げる。

参考文献

1 )浜口哲ー，1995. セミのぬけがらの見分け方、

昆虫と自然Vol. 30. Nu 30.（ニュ ー ・ サイエン

ス社）

2 )全国学校ビオトー プ ・ ネットワ ーク（編），

2003. シリー ズしらべてまなぶ身近な生きもの

② 土と林の生きものたち．（合同出版）

3)加藤正世，1964. 少年の観察と実験文駆 せ

みの研究．（岩崎書店）

コワモンゴキブリを安城市で観察

箪者は、 自宅のベランダにてコワモンゴキプリ

Periplaneta australasiae (Fabricius)の若齢幼虫

～老齢幼虫と思われる十数頭の個体を、 栽培用プ

ランタ ー の下などで観察することができたので、

記録として報告する。

〈データ〉2004年8月25日 安城市今本町

このコワモンゴキブリの分布は九朴1以南で、 一

部全国の都市や港湾部など暖房された場所にいる

が、 地域によっては本種の方がワモンゴキブリよ

り優勢になっているといわれる。 今回観察した場

所はマンションのベランダで、 一応屋外である。

このまま野外でも越冬するのか、 家屋内に入って

小 鹿 登 美

くるかはわからない。 しかし、 一般にたくましい

生物の代名詞になっているゴキプリ類だが、 気候

の温暖化などの影響で、 種によってはその分布に

変化が出ているのかもしれない。

本種は前胸部に明瞭な斑紋があり、 頭部にある

まだら状の斑紋や明るい赤褐色の翅が、 チャバ

ネ・クロ ・ ヤマト ・ ワモンゴキブリの幼虫とは明

らかに異なっている。
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本宿町から観察特記

1. ミンミンゼミの嗚き声

1990年、 97年と鳴き声を聞き、 次は2004年かと

注意していたところ、 99年に鳴いて困惑した。 更

に01年、 03年と聞いた。 7年周期の寿命と決めつ

けるデ ー タが嗚き声だけでは無理であるというこ

とだ。（三河の昆虫45号、 47号関連）

● 2001年 8月14日

● 2003年 8月13日、 8月19日、 9月6日

● 2004年 8月20日

2. スズムシの飛翔

スズムシ雄は羽化後、 早期に後翅が脱落する。

したがって、 前翅だけでどの様にして飛んだのか

と、 昆虫の飛翔も研究しておられる久留米大学の

上宮博士から問い合せがあった。 他に灯火に飛来

の報告、 文献は知らないと云う。

たまたま、 2004年 8月26日に、 前回(1979年9

月3日）と同じ拙宅前の水銀街路灯に雄が飛来し

たので、 当該標本を送った。 立派に後翅のあるも

のであった。 なお、 スズムシに関する文献や随筆

等の著作物を調べたところ、「岡崎市史資料編14

尚崎市の直翅類（杉坂美典氏）」に1980年9月5

H大樹寺町の水銀灯に飛来の記述が見付かった。

スズムシの一生も近親婚をさけるために、 高等

動物と同じシステムがあるようだ。

◇アキタクロナガオサムシを作手村で採集◇

松 井 直 人

3. 蛾屋の報告

「岡崎市本宿町の鱗翅類1500種（1998)」を完

成させてからは、 本格的な調査・収集は行なって

いないが、 拙宅前の水銀街路灯を、 毎朝のラジオ

体操時に見るだけで、 すでに数十種をリストに追

加しなければならない。 注目すべき種だけを報告

する。

キマエコノハ 99.10.28 (N叫7既報）

ヒメアケビコノハ 1 6' 99.11.12

ウスイロキシタバ 1早 03. 6.29（池金町）

フシキキシタバ 1 6' 03. 6.19

ヤマノモンキリガ 1 t 00.10.22

シロフクロケンモン 1 6' 03. 6. 9

ヤヒコカラスヨトウ 1 ex. 04.11.10

マエモンキエダシャク 1早 99. 6. 2

テングナミシャク 1早 99.11. 7（既報）

1 6' 03.11. 8, 1 6' 03.11.16, 1早 03.11.20

1 9 1早，03.11.21

オオナミフユナミシャク 1 6' 02. 1 .17

オビカギバ 1 早 99.10.10

モモイロシマメイガ 1 t, 99. 8.25

ミッシロモンノメイガ 1 t, 99. 9.10

ヒメクロイラガ 1 6'1早， 99. 8.13

ウラナミアカシジミ 1早， 02.6.23

アキタクロナガオサムシ(Aptomopterus porrecticollis)は、 三河地方では山地に広く分布し

ているが、 分布にむらがあって、 いる場所といない場所とがある。 籠者は作手村の山林で朽木を

崩していて、 本種を採集したのでここに記録する。

標本：1 J'1早， 作手村鬼久保の山林， 2-V-2004, 大平採集。

ノ
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Cassida piperata Hope, 1842 が進み市街化された環境下においても、 このよう

佐奈川堤， 14-IX-1976, lex ．， 同地， 6-V ー なハムシ科甲虫が生息し、 H常的に観察できるこ

2004, lex., 同地， 25- X -2004, lex. ;若宮八 とは大変興味深いことでもある。

幡社， 10-IX -2003, 2exs. 本町においてはすで

に山崎（1988)の記録がある。 文 献

以上、 小坂井町からは28種が見出されている。

このうち既知種が16種であるので、 今回12種を追

加したことになる。 これらは全体の生息種の断片

を知り得たに過ぎないように思われるが、 本町の

自然環境から察して、 それほど多くの種の生息は

期待できないものと考えられる。 しかし、 都市化

1 . 山崎隆弘〈1988)宮路山・遠望峰山 一帯のハムシ相 ．

虫譜， 26 (2) : 12-22. 

2. 山崎隆弘・穂積俊文(1990)愛知県のハムシ科愛知

県の昆虫（上） ：434-460.（愛知県）

キタテハがヤブガラシに産卵

キタテハPolygonia c-aureumは、 県内平野部な

どでは、 カナムグラHumulus japonicus（クワ科

カナムグラ属）などの主な幼虫の食草としている。

このため、 キタテハの成虫も、 カナムグラが繁茂

する河川敷や川の堤防、 雑木林の林縁などに、 そ

の姿を多く見ることができる。 また、 こうした環

境では、 同じような蔓植物のヤブカラシCayratia

japonica（ブドウ科ヤプガラシ属）もよく見かけ

る。

キタテハが卵を産み付けたヤプカラシ
(2003. 10. 4安城市小川町）

小 鹿 手

筆者はキタテハがヤブガラシヘの産卵をH限し

ているので、 本種の誤産卵の事例として報告する。

2003年10月4日、 安城市小川町鹿乗川堤防におい

て、 キタテハの牟成虫がカナムグラの群落の周囲

を低く飛翔して、 周辺りのカナムグラの蔓に止ま

っては飛びたっという行動を繰り返していた。 い

かにも産卵場所を探しているように筆者には見え

たが、 その後に、 堤防の上部に生えていたヤプガ

ラシの蔓の先端近くにとまって腹部を曲げ、 産卵

行動に入った。 この早は、 一度飛びたったが再度、

同じ蔓に飛来して少し離れた場所にも産卵した。

（写真中の→）

あたりは、 カナムグラ群落にヤブガラシが混じ

って生えている状態で、 量的にはカナムグラが多

いようであった。 筆者は生み付けられた卵から孵

化した幼虫が、 カナムグラを食べたかは確認して

いない。

（おじかとおる
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43)サメハダップノミハムシ

Aphthona strigosa Baly, 1874

16-W-2004, 4exs., 26-W-2004, lex., 7 _V-

2004, lex., 6 -XI-2004, llexs. すでに山崎

(1988)の記録がある。 春季から晩秋まで成虫が

見られる。 このほか多数の個体を観察している。

44)ヒゲナガルリマルノミハムシ

Hemipyxis plagioderoides (Motschulsky, 1860) 

7 -V -2004, lex., 22-V -2004, 20exs. すで

に山崎(1988)の記録がある。 さがらの森では

多くの個体を観察した。

45)キバネマルノミハムシ

Hemipyxis flavipennis (Baly, 1874) 

7 -V-2004, lex., 22-V-2004, lex. すでに

山崎（1988)の記録がある。

46)オオアカマルノミハムシ

Argopus c/ypeatus Baly, 1874

22-V -2004, 2exs. すでに山崎(1988)の記録

がある。

47)アカイロマルノミハムシ

Argopus punctipennis (Motschulsky, 1866)

山崎(1988)の記録がある。

48)キイロタマノミハムシ

Sphaeroderma unico/or Kimoto, 1965 

15-VI-1980, 3exs. 

49)ツマキタマノミハムシ

Sphaeroderma apicale Baly, 1874

山崎(1988)の記録がある。

50)ナスナガスネトビハムシ

Psyl/iodes angusti"collis Baly. 1874 

22-V -2004, lex. 御堂山ではやや少ない。

トゲハムシ亜科 HISPINAE (1種）

51)カタビロトゲハムシ

Dactylispa subquadrata (Ealy. 1874) 

山崎(1988)の記録がある。

カメノコハムシ亜科 CASSIDINAE (4種）

52)スキバジンガサハムシ

Aspidomorpha transparipennis (Motschulsky.

1860)

2 -Vll-2004, lex. ヒルガオに見られる種であ

るが御堂山では少ない。

53)ヒメカメノコハムシ

Cassida piperata Hope, 1842 

7 -V-2004, lex. すでに山崎(1988)の記録

がある。 各地に普通の種である。

54)セモンジンガサハムシ

Cassida versicolor (Boheman, 1855)

山崎(1988)の記録がある。［図2. I] 

55)イチモンジカメノコハムシ

Thlaspida cribrosa (Boheman, 1855)

16-1\「-2004, 3exs., 26-N-2004, 6exs., 22-V 

-2004, 2exs., 4 -IX -2004, lex., 19-IX -2004, 

lex. すでに山崎(1988)の記録がある。 さが

らの森周辺ではムラサキシキブの葉上でよく目

に付く種である。［図2 . J] 

これまでに御堂山から55種が見出されている。

既知種は35種であるので、 新たに20種を追加した

ことになる。 多くは暖地系の種であるが、 セスジ

ッツハムシのように寒地形要素の種も分布してい

る。 全体の印象としては種類的にやや少ない感が

ある。 サルハムシ亜科では10種を産しており、 御

堂山が温暖な地域であることを伺い知ることがで

きる。 愛知県では比較的少ないキイロナガッツハ

ムシやケプカサルハムシ ・ イチモンジハムシなど

も産しており、 輿味深いハムシ相の見られる場所

であるとも言える。 しかし、 まだ生息種の大要を

知り得たに過ぎない段階と思われるので、 今後の

調査の進展に期待するところが大である。

参考文献

1)山崎隆弘(1975)蒲郡市の甲虫類． 虫譜， 14 : 19-34. 

2)山崎隆弘(1988)宮地山・遠望峰山一帯のハムシ相 ．

虫譜， 26 (2) : 12-22. 

3)山崎隆弘(1993)愛知県に産するクピボソハムシ亜

科について ． 三河の昆虫， （40) : 354. 

4 )山崎隆弘・穂桔俊文(1990)愛知県のハムシ科•愛

知県の昆虫（上） ：434-460. 
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トゲサシガメ岡崎市にも生息

トゲサシガメPolididus armatissimus St出は浅

岡孝知氏が、 東加茂郡旭町での生息を報告された

のが愛知県最初の記録であることは知られており

(2001)、 箪者も豊田市における生息について報告

した(2002)。

浅岡氏は各地で見つかる可能性を示唆されてい

るし、 籠者も豊田市での採集経験から「湿気の多

い草地」ということか

ら岡崎市八ツ木町で採

焦を試みて生息を確認

し、 ほかの 1 か所も確

認したので報告する。

な お 、 八ツ木町は、

岡崎市北部の低山地で、

豊田市南部の生息地渡

合町（他で報告の予定）

とは矢作川の支流巴川
図1 真福寺町採集のトゲ

を挟んで近い所である。 サシガメ

確認状況

①2004年11月6日 八ツ木町 2頭採集

すぐ近くの低みを水が流れる小さな畑地の隅の

やや大きなイヌコウジュ（シソ科） 2株が並んで

いるのから叩き網で採集。

②11月7日 八ツ木町 1頭採集 6頭確認

6日の畑地に近いアシの一 面に生えている放棄

水田の畦沿いの細い流れの横の草地で 2 頭採集。

その流れが曲がったチガヤ（イネ科）とほかの

草が少し混じった場所でも採集、 確認し、 まだ多

くいるようであったが中止。

岩 月 学

③11月7日 真福寺町 2頭採集

八ツ木町と、 標高164m、 南北約500m、 東西

700mの山を越えた東側の、 八ツ木町以上に山間

の場所であるので、 可能性が高いと思い採集を試

みた。 高みの水田下の流れを覆うミゾソバ（タデ

科）の茂みで一 度に2頭採集して中止。

以上、 2 か所で11頭を確認したが、 やはり「湿

気の多い草地」であった。

図2 ． 真福寺町 手前草叢の裏の水の流れている所

こうした山間の場所は各地に多いので、 トゲサ

シガメが見つけられるのを期待したい。

＊なお、 本誌No.49(2002)の報告で本種の学名が

誤りであったことを深くお詫びする。

主な参考文献

浅岡孝知(2001)旭町の昆虫 ． 側）旭高原自然活用

協会．

岩月 学(2002)三河の昆虫 No.49.
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1プチヒゲヘリカメムシ Stictopleurus puncta- 1874 

tonervosus (Goeze. 1773) 2 -Vll-2004. lex. 灯火．

2005年2月

20-VI-2004. lex. 19-IX-2004. lex. 9チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali 

Scott. 1874 

マルカメムシ科 Plastaspidae 20-VI-2004. lex. 2 -VII-2004. lex. 灯火． 19

1マルカメムシ Megacopta punctatissima -IX-2004. lex.

(Montandon, 1894) 

2 -VII-2004. lex. 19-IX-2004. lex. エビイロカメムシ科 Phyllocephalidae

1エビイロカメムシ Gonopsis affinis (Uhler, 

カメムシ科 Pentatomidae 1860) 

1アカスジカメムシ Graphosoma rubrolinea- 27-VIII-2004. 2exs. 19-IX-2004. 2exs.

tum (Westwood, 1873) 

27-VIII-2004. lex. 以上、 御堂山の半翅類は28科62種を記録する。

2シロヘリカメムシ Aenalia lewisi (Scott, 1874) 今回の調査では、 天然記念物に指定されているヒ

浅岡孝知(1987) に記録がある。 メハルゼミを確認することができた ことは収穫で

3ウシカメムシ Alcimocoris japonensis (Scott ある。 また、 暖地性の種であるウシカメムシが確

1880) 認された。 かつて五井山でも記録しており、 広く

2 -Vll-2004. lex. 分布しているようである。 その他の種は暖地の平

4ムラサキシラホシカメムシ Eysarcoris anna- 地や低山地にごく普通に見いだされる種ばかり で

mita Breddin, 1913 

27-VIII-2004. 3exs.

5シ ラ ホ シ カ メ ム シ Eysarcoris ven tralis 

(Westwood, 1837) 

2 -VII-2004. lex. 灯火． 19-IX-2004. lex. 

6ツヤアオカメムシ Glaucius subpunctatus 

W a Iker. 1867 

2 - VII -2004. 3exs. 灯火．

7クサギカメムシ Halyomorpha picus (Fabri

cius, 1794) 

2-VII-2004. lex. 灯火． 5 -VIII-2004. lex. 

8アオクサカメムシ Nezara antennata Scott. 

ある。

参考文献

1 )浅岡孝知(1987)遠峰山 •宮地山県立公園 一

帯の半翅類， 虫譜： （47). 17-22. 三河生物同

好会 ． 農橋市．

2 ) 平嶋義宏監修(1989)日本産昆虫総目録 ． 九

州大学農学部昆虫学研究室・日本野生動物セン

タ ー

◇自宅の灯火に飛来したシロヘリクチブトカメムシ◇

豊橋市の我が家の明かり に、 平成16年10月31日21:00ごろ、 シロヘリクチブトカメムシAndral

lus spinidens (Fabricius, 1787)が飛来してきた ので報告する。 これまでの豊橋市の記録は、 同

天伯町で1個体、 西口町での1個体である。 いずれも地表近くであり、 灯火に飛来してきたこと

は初めてである。 本種は南方系の種であり、 今後も各地での記録が期待できるものと思われる。

浅岡孝知
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10. Melanotus (Melanotus) legatus legatus

Candeze, 1860 クシコメッキ

標本：2 6'6'1早， 2-V-2004, 大平採集；1早 ，

7-V-2004, 山崎採集；16', 22-V -2004.

各地に広く分布する普通種である。

11. Melanotus (Melanotus) erythropygus ery

thropygus Candeze, 1873 コガタクシコメッキ

標本：1孔26-N-2004, 大平採集；26'6'1全

22-V-2004. 

山頂部のビイ ー テングで見出した。

12. Melanotus (Spheniscozomus) cete cete

Candeze, 1860 アカシオオクシコメッキ

標本：4 6'6', 26-N-04, 大平採集；1辛 ， 7-V 

-04, 山崎採集；16', 22-V-04, 大平採集．

山頂部の雑木林をビー テングして見出した。

13. Paracardiophorus nakanei honndoensis

Ohira, 1997 ホンドコハナコメッキ

標本：lex., 16-N-04, 山崎採集．

各地に広く分布する種で、 雑木林の新芽などに

する。 昔の記録でP. pullatus（コハナコメッキ）

として記録された中に、 本種が混在していると思

われる。

【御津山】

1. Agrypnus (Sabikikorius) ful iginosus

(Candeze. 1865)ホソサビキコリ

標本：2 ii. 22-v--04, 大平採焦 ．

各地の雑木林に広く分布する種である。

2. Neopristilophus serrifer serrifer (Cand辺e,

1873)アカヒゲヒラタコメッキ

標本：16', 22-V--04, 大平採鋲 ．

山頂部でビイ ー テングして見出した。

3. Mulsanteus junior junior (Candeze, 1983)

ヒゲナガコメッキ（図， Al'B早）

標本：276'6'20早早，22-v--04, 大乎採集．

古い記録ではNeotrichophorusの属名で扱われ

ている。 北海道から九州の各地の分布する種で、

一般に雑木林で見出されるが、 島嶼にも広く分布

しており、 三河湾では山崎・浅岡(1993)によれ

ば、 竹島、 幡豆沖ノ島、 佐久島、 佐久弁天島から

記録されている。

籠者はこの御津山の山頂部で、 シイ樹の茂みで

多数の個体を採集した。 1本の茂みでは20頭あま

り、 他の 1 本の茂では20頭まりが集団で潜んでい

た。 他の桜や他の樹木からも2~ 3頭づつ得られ

ているので， 山崎さんの分も含めるとこの狭い範

囲での採集した数は70頭あまりにはなると思われ

る。 山崎さんはビイーテングに落ちた多くは逃が

したと云われていたし、 筆者もかなりの数を逃が

したので実際に発生していた数は100頭を越える

と思われる。 その折りに採集した一部を持ち帰り、

飼育して習性を調べてが、 日中は容器の中に入れ

た葉の茂みに潜んで動きはあまりなかったが、 夜

には飼育ケ ー ス内を動きまわり、 糖蜜にも集まっ

ていた。 本種は夜行性であると思われた。
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引用文献

山崎隆弘・浅固孝知 ， 1993. 三河湾•島の昆虫：46 9pp.

（著者自刊）
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村からは大平(1990, 2004)が記録している。幼

虫が湿地依存性であることはすでに知られてい

る。

6, Actenicerus suzukii suzukii (Miwa, 1928) 

スズキシモフリコメッキ（図C)

標本：2 J"J", 12-V--04. 

前種と同様に湿地に依存して分布しているた

め、 分布が連続していなく、 個体数は前種に比し

て少ない。 体長は11~12mm内外。 前胸背板は点

刻を密に生じるため光沢は鈍い。 また、 上翅が暗

褐色を呈するので、 類似種とは識別できる。 作手

村からはこれが最初の記録である。

7. Actenicerus orientalis (Candeze, 1869)オオ

シモフリコメッキ（図D)

標本：3 6'孔l2_V--04.

山林性で， 前種に比して分布も広い。体長は14

~15mm内外で細長い。 前胸背板の正中部の後半

は浅く凹溝を印し、 上翅は褐色と）火色の毛がまだ

ら状に生じる。作手村からは本宮山（作手村側？）

から記録されている。

8. Ectinus sericeus sericeus (Candeze, 1878)

カバイロコメッキ

標本：5J"J"6早早， 12-V-04 .

作手村には各地に分布しているが、 この湿原周

2exs:豊田市上高町、 30. IX. 2003。

2exs:額田町鍛埜、 30. IX. 2003。

辺の個体はやや小形のが多い。 多分幼虫が痩せて

いる湿地内に生息しているためではないかと思わ

れる。

9. Melanotus (Melanotus) correctus correctus 

Candeze. 1865 ヒラタクロクシコメッキ

標本：9,J',J'4早早 ， 12-V-04.

各地の山林に広く分布する種である。 作手村で

は広く分布している。

10. Melanotus (Melanotus) senilis senilis Can

deze, 1865 クロクシコメッキ

標本：1,J', 19-V-04. 

畑地に広く分布する種である。 普通種であるが

この湿地周辺では少ない。

引用文献

大平仁夫 ， 1984. 松野更ー氏が採集した三河地方のコメ

ツキムシについて。 鳳来寺山自然科学博物館館報 ，

(14 ) : 1 -12.

, 1990. 愛知県南設楽郡作手村のコメッキムシ。

三河の昆虫 ， （37) : 27 7 -280. 

, 2004. 三河地方から採染されるコメッキムシ

について(2 3)。 虫譜 ， 4 2 ( 2) : 13-14. 

三河地方でウメチビタマムシを採集

城 殿 牛
口

‘
‘
‘,
 

筆者は、 愛知県三河地方において、 愛知県内で いづれも、 ウメより得られた。

も採集記録のあまりないウメチビタマムシ Tra-

chys inconspicua E. SAUNDRERSを数ヶ所で採仇 参考文献

することが出来たのでここに報告する。 愛知県農地林務部自然保護課（1990)愛知県の昆虫（上）

2exs:岡崎市奥殿町、 28. IX. 2003。
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法人旭高原自然活用村協会 町誌編集委員会

高橋 昭他（1989)（愛知県の）チョウ類、 愛知県の昆虫

（下）愛知県自然保護課編

三津井 宏（1972)足助の自然（足助町史資料5)、 足助

ヒメホソツヤハダコメッキ茶臼山に分布
大 平 仁 夫

ヒメホソツヤハダコメッキ

ヒメホソツヤハダコ

メッキAtho us ius

obakoensis Kishii,

1976 は、 図示したよう

な体長8-9瓢内外、

細長くてやや扁平状を

した種である。 体は暗

褐色で光沢は鈍い。

本種は最初に奈良県

伯母子岳(Oba k o

dake)（標高1,344m)

で採集された1雄個体

に基づいて新種として

記載された種である。 原記載以降では主として奈

良県と和歌山県で記録されており、 この地方では

岐阜県と長野県からそれぞれ1例の記録があるだ

けである。

愛知県では、Ohira(1976)が段戸裏谷で採集

の2雄 と木曽駒ヶ岳産の1雄個体に基づいてCly-

pathous yuki koaと命名した新種を記載したが、

上記種の発表が1月で後種の発表が3月だったの

で、 現在では上記種のシノニムとされている。

このたび、 山崎隆弘氏が茶臼山で採集した1雄

個体を検したのでここに記録する。 本種は愛知県

からは3個体目になるきわめて珍しい種である。

愛知県産の雌を探したいと思っているが、 生態は

不明である。 終わりに、 この貴重な標本を頂いた

山崎氏に御礼申しあげる。

調査標本： 1孔愛知県豊根村茶臼山 ， 1 ―\l[-1991, 

山崎隆弘（図示した個体）。

引用文献

Ohira H., 1976. New or Little-known Elateridae 

(Coleoptera) from Japan, XX. Trans. Shikoku 

ent. Soc.. 13 (1-2) : 47-50. 

／．

＊三河毘虫研究会への入会案内＊

三河昆虫研究会は、 会報「三河の昆虫」を年1回と連絡紙の「三河の昆虫（通信）」を複数回

発行し、 地域の昆虫相の解明につとめています。 入会希望のかたは、 年会費3,000円を添えて下 

記あて申し込みください。

＼ ノ



2005年2月 ― 河 の 毘 虫 (52) -61 2-

ハネビロトンボ2種を石垣島で採集
鈴 木 栄

石垣島・西表島に2004年7月30日から8月1日

まで、 ・ 観光目的で訪れた。 その際、 立ち寄った石

垣市明石地区の細い流でハネビロトンボ属Genus

TrameaのヒメハネビロトンボTramea transmari

na yayeyamanaとナンヨウヒメハネビロトンボT.

t. propinquaを採集したので報告する。

ヒメハネビロトンボ（図A)

Tramea transmarina yayeyamana

1 6' 沖縄県石垣市明石， 31-VII-2004.

ナンヨウヒメハネビロトンボ（図B)

T. t. propinqua

2り 沖縄県石垣市明石， 31-VII-2004.
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参考文献

発表を勧めてくださった大平仁夫先生に謝意を 井上清 浜田康(1985)日本産トンボ大図鑑

表する。

愛知県でシバオサゾウムシを採集
城 殿 牛

口

`
‘,'

 

筆者は、 愛知県で未記録と思われる、 シバオサ 虫で、 庭園やゴルフ場のシバに被害が出ている。

ゾウムシSphenophorus venatus vestitus 

CHITTENDEN を採集することが出来たのでここに 参考文献

報告する。 愛知県農地林務部自然保護課(1990)愛知県の昆虫（上）

lexs:豊田市竜宮町、28. IX. 2003. 

シバオサゾウムシは北アメリカからの外来種

で、 成虫・幼虫ともシバ類の茎と根を加害する害


